
17 広報ひこね　平成23年10月１日 16広報ひこね　平成23年10月１日

〈内容〉庭園を会場に庭園講演会、見学会を開催します。
〈日時〉10月９日㈰ 13：30 ～ 15：00　〈場所〉有川
氏邸庭園（鳥居本町）〈講演内容〉古民家庭園を活用した
まちづくり　〈講師〉仲隆裕さん（京都造形芸術大学教授）

〈定員〉15人（申込多数の場合は抽選）　〈申込期限〉10月
６日㈭〈受講料〉無料　〈申込方法・問い合わせ先〉いろ
は組事務局にファクス 26-5727 で申し込んでくださ
い。また、ホームページ http://irohagumi.com からも申
し込むことができます。申し込み後、参加していただけ
るかをご連絡します。

〈内容〉狂言、茶道、麻織物を使った小物作り、そば打
ち、乗馬、俳句、武将甲

かっ

冑
ちゅう

の着用、昔話の読み聞かせ
の中から３つを体験するとともに、彦根城をかたどっ
た「きりえ」を彦根城の石垣に設置します。　〈日時〉
10月29日㈯　〈場所〉彦根城一帯〈定員〉150人（申込多
数の場合は抽選）　〈申込期限〉10月11日㈫〈参加費〉無
料　〈申込方法・問い合わせ先〉申込書に必要事項を書
いて、ファクスまたはＥメール：info@hikonejc.or.jp で
㈳彦根青年会議所☎ 22-7522、FAX22-9018 へ

〈内容〉　ハロウィンは、アメリカなどの国で、毎年１０
月末に行われる子ども向けのお祭です。JCMU で学ん
でいるアメリカ人留学生が、ゲームなどを通じて、ハロ
ウィンを紹介します。　〈日時〉10月28日㈮　16：30
～ 18：30　〈場所〉ミシガン州立大学連合日本センター

〈参加費〉子ども一人につき 500 円　〈申込期限〉10月
17日㈪必着　〈対象〉２歳～小学６年生　※保護者同伴

〈定員〉80 人（申込多数の場合抽選）〈申込方法・問い合わ
せ先〉往復はがきの往信の裏面に、子どもの氏名、ふり
がな、年齢、保護者の氏名、住所、電話番号を、返信の
表面にも郵便番号、住所、保護者の氏名を書いて、ミシ
ガン州立大学連合日本センター☎ 26-3400、FAX24-
9356（〒 522-0002　松原町 1435-86）へ。一枚の往
復はがきで３人まで申し込むことができます。

〈内容〉県内で活躍している絵本作家の市居みかさんを
招いて、創作活動の楽しさ、面白さを語っていただきま
す。　〈日時〉11月12日㈯　14：00 ～ 16：00（受付
13：30 ～）　〈場所〉市立図書館　第１集会室　〈定員〉
60人（先着順）　〈申込期間〉10月４日㈫～ 11月８日㈫

〈参加費〉無料　〈その他〉11月８日㈫～同13日㈰の図
書館開館時間に、絵本原画展も開催します。〈申込方法〉
電話、または窓口で申し込んでください。〈申込・問い
合わせ先〉市立図書館☎ 22-0649、FAX26-0300

〈内容〉　市制75周年記念をして誕生する「ひこね丼」（候
補10作品）を販売していただける協力店を募集します。

〈対象〉市内の飲食店（宿泊業者、持ち帰りができる店も
含みます）　〈申込期限〉10月31日㈪　※宣伝のための
準備期間として一旦期限を設けますが、その後も随時受
け付けます。　〈その他〉協力店には、専用の「のぼり」
を配布し、彦根市ホームページなどで協力店として紹介
します。「ひこね丼祭」（平成24年１月11日㈬～同２月11
日㈯に開催予定）で、販売キャンペーンにご参加いただ
きます。〈申込方法〉 商工課にある申込書に必要事項
を書いて、申し込んでください。申込書は彦根市ホーム
ページからダウンロードすることもできます。〈申込・
問い合わせ先〉「ひこね丼祭」実行委員会事務局（ 商工
課）☎ 30-6119、FAX24-9676 へ

〈試験日〉平成24年２月16日㈭ 14：00 ～〈場所〉立命
館大学びわこ・くさつキャンパス（草津市）〈申込書配
布開始日〉10月11日㈫　 〈受付期間〉10月24日㈪～ 11
月11日㈮（土・日曜日、祝日を除く）の９：00 ～ 17：
00〈申込書配布・受付場所〉 上下水道業務課（市民会
館１階）〈問い合わせ先〉㈶滋賀県建設技術センター（草
津市）☎ 077-565-0216、ホームページ http://www.
sct.or.jp

〈内容〉　パソコンの基本や用語、今さら聞けないパソコ
ンのいろはを学びます。　〈日時〉10月24日㈪、同31日
㈪、11月７日㈪　13：30 ～ 15：30　〈参加費〉各回
1,000 円　〈申込期間〉10月３日㈪～同22日㈯〈申込
方法・問い合わせ先〉電話、ファクスで、 男女共同参
画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529、Ｅメール：
with.hikone@oboe.ocn.ne.jp へ

〈内容〉　今、子育てに一生懸命な親。子どもはいずれ自立
して巣立っていきます。子どもの成長や、自分自身の成
長についても考えてみませんか。就学児をお持ちのお
母さんたちから後輩へ贈る講座です。　〈日時〉10月31
日㈪　〈受講料〉500 円　〈申込期限〉10月11日㈫必着。
申込多数の場合は、10月12日㈬ 10：00 から公開抽
選を行います。　〈対象〉未就学児を育児中の保護者

〈託児〉０～４歳児（要予約、先着15人）　〈申込方法〉往復
はがきの往信の裏面に、氏名、ふりがな、郵便番号、住
所、電話番号、託児希望があれば名前と生年月日を、返
信の表面にも郵便番号、住所、氏名を書いて、 男女共
同参画センター「ウィズ」（〒 522-0041 平田町 670）
へ　〈問い合わせ先〉 男女共同参画センター「ウィズ」
☎・FAX24-3529、Ｅメール：with.hikone@oboe.ocn.
ne.jp

　ウィズ「ゼロから学べるパソコン講座」
　ミシガン州立大学連合日本センター（JCMU）
　子ども向けハロウィン祭

　ウィズ市民企画講座
　「10年後のワタシへ・・・はじめの一歩」

　ご当地グルメ「ひこね丼」協力店

　講演会「絵本を楽しもう！」＆原画展

　湖東定住自立圏の具体的な取り組み（地域創造事業）
　庭師集団いろは組   有川氏邸庭園での講演会

　湖東定住自立圏の具体的な取り組み（地域創造事業）
　湖東宝さがし in 彦根城
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　平成23年度下水道排水設備工事責任技術者試験

　
　日本とブラジルの食生活の違いの中で、調味料に
ついて触れずにはいられません。
　世界的に有名なファストフード店のハンバーガー
の中には、その国に合わせて作られているものがあ
ります。その一つが、照り焼きバーガーです。醤

しょう

油
ゆ

やみりんをベースに作られているソースがかかった
このハンバーガーは、ブラジルにはありません。
　醤油やみりん、みそなどが日本でよく使われる調

味料だと思いますが、ブラジルの調味料は、ベース
が塩、コショウ、ニンニクです。
　ニンニクのにおいを嫌っていた祖母はブラジルへ
行って食べられないものが一つありました。それは、
ご飯でした。実は、ブラジルでは、油でニンニクと
米をいため、塩で味付けをし、その後、ご飯を炊き
上げます。同じご飯でも、ニンニクと塩の味がつい
ているのです。
　また、ご飯をデザートにする習慣もあります。これ
は、ポルトガルなどヨーロッパの影響もあります。
デザートにする場合はニンニクなどは使わずに炊き
上げた米をコンデンスミルクとココナツの粉末で煮
込みます。
　毎日の食事に出るご飯でも、日本とはまったく違
う食べ方をしています。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】




